
第９期高齢者福祉計画・介護保険事業計画評価シート

予想されるアウトカム 初期 中間 最終

重1-1 介護予防の促進 介護予防普及啓発事業 介護予防教室の開催 介護予防教室参加者数 参加者の状態の維持改善

地域介護予防活動支援事業 介護予防講座の開催 介護予防講座参加者数 介護予防リテラシー向上
一般介護予防事業（一般会計） 介護予防教室自主グループの支援 介護予防教室自主グループ数 高齢者の社会参加促進

高齢者の保健事業と介護予防一体的実施 街かどデイサービスの支援 街かどデイ利用者数

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査※ いつもyobouいけだの開催 いつもYOBOUいけだ参加者数

重1-1 健康づくりの推進

重2-1 家族介護者への支援の充実 在宅介護実態調査※

重2-3 地域包括支援センターの機能強化 総合相談事業 地域包括支援センターの運営 高齢者に係る相談支援
包括的・継続的ケアマネジメント支援事業 支援困難事例等への指導・助言

地域の支援者のネットワーク化

介護予防のケアマネジメント

重2-4 在宅医療・介護連携の推進 在宅医療・介護連携推進事業 地域の医療・介護資源の集約・発信

在宅生活改善調査※

居所変更実態調査※ 在宅生活環境の把握

在宅医療・介護連携に関する相談数

在宅サービス受給者の生活状況の把握
施設サービスの入居理由などの把握

重2-5 地域における自立した生活の支援 介護予防・生活支援サービス事業 要支援者等の維持改善割合の上昇
生活支援体制整備事業 要支援者等の居所変更割合の低下

生活支援コーディネーターの配置

重3-1,2 認知症施策の推進 認知症地域支援・ケア向上事業 認知症地域支援推進員の設置 認知症関連イベントの開催

認知症初期集中支援事業 認知症初期集中支援チームの設置 認知症カフェの開催数の増加
認知症サポーター等養成事業 認知症サポーターの養成 認知症サポーターの増加

認知症サポーターのフォローアップ チームオレンジの参加支援者の増加
チームオレンジの運営
認知症カフェの継続開催

支援者の認知症対応力向上

重4-1 高齢者虐待防止への取組の推進 地域ケア会議推進事業 地域ケア会議の開催 地域課題の抽出・対応策の検討

地域自立生活支援事業 介護サービス相談員の派遣 介護サービス相談員の増加

権利擁護事業 高齢者虐待への相談支援、措置対応 高齢者虐待への支援体制の整備

重4-2 高齢者の権利擁護の推進 成年後見制度利用支援事業 市長申立による成年後見制度利用支援
市民後見人の養成

重5-1~3 介護給付等費用適正化事業 認定調査票の照会件数

介護人材確保事業（一般会計） ケアプラン点検数

介護人材実態調査※ ケアプラン点検 住宅改修・福祉用具の調査件数

住宅改修・福祉用具の点検・調査 医療情報突合件数
医療情報との突合 縦覧点検数
縦覧点検 介護給付費通知の送付件数
介護給付費通知の送付 介護人材確保イベント開催数
介護人材確保イベントの開催 離職率や構成年齢の介護人材統計作成
介護人材に係る実態把握 認知症グループホームの公募（R７）
認知症グループホームの整備
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介護サービス相談員が橋渡し役とな
り、介護サービスの質の向上や施設虐
待防止につながっている。

高齢者の権利が守られるよう不適切な
状態ではないか見守られ、必要に応じ
て成年後見制度が利用できるように
なっている。

過不足なく、介護サービスが提供され
ている。

医療・介護関係者の知識向上及び理解
促進による支援体制の強化

支援・連携体制の構築に資するさまざ
まな医療・介護ニーズを把握してい
る。
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一般高齢者、事業対象者、要支援者の状
況把握

事業内容（アクティビティ）
※介護保険事業に限る

介護保険事業計画　ロジックモデル

成果
（アウトカム）

事業名 実施内容

結果
（アウトプット）

高齢者の社会参加を促し、生活のあら
ゆる場面で介護予防の基本的な知識が
普及されている。

高齢者の知識や経験を活かし、高齢者
のニーズを捉えたイベントやボラン
ティア活動が充実している。
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地域の住民が気軽に集い、親睦を深め
ることのできる通いの場が充実してい
る。

課題を抽出し、その対応策を検討する
好循環のある体制ができている。
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介護サービスの提供の過不足をなくす
ため、介護給付等費用適正化の取組を
進めている。

市民自らが介護予防・健康づくりに継
続的に取り組んでいる。

介護予防・健康づくりが地域に根差し
ていて、地域での交流が活発に行われ
ている。

市民自らが健康に関心を持ち、ライフ
ステージに応じたそれぞれの幸せと感
じる生活を実現する。

高齢者が生きがいをもって、地域活動
に参加する中で、つながり合いながら
暮らすことができている。

地域包括支援センターが在宅生活を支
える中核的な存在となっている。

家族介護者を含めた高齢者生活をサ
ポートするため、地域のネットワーク
が充実している。

身体状況や環境などがかわっても住み
慣れた地域で可能な限り暮らし続ける
ことができている。

認知症の方やその家族を地域住民や企
業、事業者全体で見守り支え合うこと
ができている。

認知症であってもなくてもできる限り
住み慣れた地域で暮らし続けていくた
めの障壁が減っている。
（認知症バリアフリー）

高齢者の権利が守られ、尊厳をもって
暮らすことができている。

介護が必要な状態になっても、適切な
サービスを受けながら、住み慣れた地
域で自立した生活を送っている。

介護保険制度の持続可能性を確保する
ため、適正なサービス提供が行われて
いる。

認知症の方とその家族の想いに沿った
支援に向け、オレンジ（認知症）カ
フェ当を継続的に取り組んでいる。

地域のネットワークを活用し高齢者虐
待の防止、早期発見・早期対応に取り
組んでいる。

判断能力が不十分な高齢者の権利が守
られるよう支援を進めるとともに、普
及啓発を図っている。

介護サービスの基盤整備
（事業量推計及び施設整備計画）

2040年を見据えた中長期的案視点で
サービス基盤の整備を進めている。

求人と求職者のマッチング支援など介
護人材の確保に向け取り組んでいる。

対応ケースから地域課題を導き出し、
その対応策を検討する好循環のある体
制ができている。

要介護認定の適正化（認定調査及び介護
認定審査会）

認知症グループホームが整備され、利
用ニーズが満たされる。

介護人材の参入促進と定着促進が図ら
れ、求人数が減少する。

自身の健康に興味関心を持てるよう健
康に関するイベントなどを実施し、広
く周知されている。

高齢者の日常生活を支援する多様な
サービスの提供体制の整備に取り組ん
でいる。

複合化・複雑化した課題を解決するた
め、地域包括支援センターが地域の相
談窓口として、あらゆる世代に周知さ
れている。

医療が必要になっても、介護サービス
などの支援・連携体制により、在宅生
活を継続できる。

認知症についての正しい知識を深め、
自身の認知症観に気づき、自分事と捉
える。

多様な日常生活上の支援体制の充実・強
化及び高齢者の社会参加の推進

要支援者等のニーズに応じたサービスの
設定

認知症への理解促進による意識調査結
果の変化

認知症に関する相談窓口の認知度の向
上

認知症の方とその家族が参加できるイ
ベントの増加

適切な介護サービスの提供と質の向上

判断能力が不十分な方の権利を保護する制度につい
て周知を図るとともに、必要な方が適切に活用する
ことができるよう支援する。

認知症に関する理解促進と地域における見守り体制
の推進を図るとともに、早期発見・早期対応、医療
体制の整備や家族に対する支援などの体制を強化す
る。

高齢者虐待防止を図る関係機関との連携ネットワー
クを推進する。また、施設における虐待防止のた
め、介護サービス相談員を活用し、啓発に努める。

計画
記載
区分

定期的な点検と評価、資質向上研修、市との連携強
化を通じて地域包括支援センターの体制強化を図
る。
また、関係機関等とのネットワーク強化を図ること
で、重層的支援体制の構築を目指す。

介護保険事業計画目標

介護者のレスパイトケアや在宅生活への支援の充実
のためサービス基盤整備を進めるとともに、介護
サービスの利用促進を図る。

介護予防の普及啓発を推進するとともに、地域にお
ける介護予防活動への支援と活性化、通いの場の拡
充を図る。

主体的な健康づくりと生活習慣病等の予防を進める
とともに、健康診査等の各種健診の受診促進や保健
指導の充実を図る。

介護保険サービスの提供体制の充実を図るとともに
介護給費適正化計画に基づき円滑な制度運営に努
め、事業者指導や研修を通じてサービスの質の向上
に取り組む。

一般高齢者、事業対象者、要支援者の
各種リスクの低減

一般高齢者、事業対象者、要支援者の状
況分析・他市経年比較

在宅生活を送る要介護者及び家族介護者
の状況分析・他市経年比較

在宅生活を送る要介護者及び家族介護
者の不安軽減

在宅生活を送る要介護者及び家族介護者
の状況把握

制度間、支援者間の調整役として包括
的支援が行えている。

地域での継続的相談支援拠点として存
在する。
地域課題を抽出し、その解決を図る仕
組みが構築されている。

在宅医療・介護連携の課題の抽出と対応
策の検討の場の設置

医療・介護関係者の情報共有の支援、知
識の習得等のための研修の実施

切れ目のない在宅医療と介護の提供体制
の構築

地域住民への普及啓発パンフレットの作
成

要支援者等の介護予防、生活支援の支援
体制を地域の実情に応じて構築

在宅生活の限界点を高めるために、切れ目のない在
宅医療・介護の提供体制の構築を推進する。
また、地域住民へのACPの普及啓発などを通じて、
在宅療養による在宅生活の継続についての理解を促
進する。

高齢者の日常生活を支援する多様な生活支援サービ
スの提供体制の整備を推進する。


